


自分の髪を寄付する子どもたち、ウィッ
グを受けとる子どもたちの思いに触れて
欲しい。／誰もが誰かのために
できることがあるということを感
じてくれるといいなと思います。／ヘアド
ネーションの物語。それに関わる色々な
人の働きや、温かな思いに胸があつくな
る。／提供する側、受ける側、それぞれの
気持ちと交流が温かく感じられます。／
自分の髪が誰かを助けるボランティアに
なる、まさに人をつなぐ物語だと感じた。

髪がつなぐ物語
別司 芳子

　　　　文研出版
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高校生向け
でーれー本。

2019

当事者参加型の「不登校新聞」。今まで
新 聞 に 掲 載 さ れ た 中 で 人 気 の イ ン タ
ビュー記事を選びまとめた本です。いろ
いろな方々の経験や考え方、人生観
が見えてとても面白い一冊
です。／誰もが知っているあの人も学校
に行きたくなくて、そんな時期をこうし
て乗り越えたり、いなしてきたんだな、
と思うだけで少しは楽になれるのでは。
／共感できるものも共感できないもの
も、たくさんの知恵が詰まっています。
学校に不満のない人も、柔軟に考えて生
きるヒントに。

学校に行きたくない君へ
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全国不登校新聞社 編
ポプラ社

発達障害を抱える15歳の少年が、生きる
道を探す物語。周囲に支えられな
がら、コーヒー焙煎士の道を進んでい
く。すべての高校生に読んでほしいと思
える内容です。／やさしく素直な文章で
読みやすく、発達障害のことがよくわ
かった。／たいへんな経験をしながら成
長していく著者の葛藤、また家族や周囲
の人々の思い。世界でオンリーワンの生
き方を懸命に模索する姿は、進路に迷っ
ている高校生、生きづらさに悩んでいる人
に勇気を与えます。

15歳のコーヒー屋さん 
 発達障害のぼくができることから ぼくにしかできないことへ
岩野 響 / KADOKAWA
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本の紹介の仕方がとても面白い。この本
をきっかけに、次々といろんな本を読ん
でみたくなります。／読書の幅が
広がれば見えてくる世界が
違ってくる。そのための絶好のガ
イド。／読んだことのない本は読みたく
なるし、既読の本はもう一度読みたくな
る、すごい読書案内でした。／こ
の本の中で紹介された本を探して、読書
の幅が広がりそうなので。／いい本に巡
り合いたい人におすすめ。表紙のイラス
トも素敵。

人生を狂わす名著50
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三宅香帆
　　　　ライツ社

本を手に取りたくなる本です。
／本がどのようにつくられ、流通してい
くのかがわかりやすかった。／もっと本
を読んでほしい。あなたの手に取っても
らうために、こんなにがんばっている人
たちがいます。／ 1 冊の本を作ること、
本を売ることの大変さをねむさんが体当
たりで教えてくれます。／本好きなら誰
もが感じる疑問や興味、個性ある本屋さん
に行きたくなります。

本の本   夢眠書店、はじめます
　　　　　　　　　　　　　                      夢眠 ねむ / 新潮社
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考え方ひとつでぐだぐだ考え込むことが
なくなる ! この本のタイトルを見て「ほ
んとにそうだわ…」と目から鱗が落ちま
した。／人間関係に悩んだ時に心が
軽くなる！／気にしすぎることの多
い日常の出来事を、とても分かりやすく
ほぐしてくれる一冊でした。ネコのキャ
ラがかわいくて、「あるある」とうなず
きながら読みました。

多分そいつ、今ごろパフェとか食ってるよ。
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Jam マンガ・文　名越 康文 監修　/ サンクチュアリ出版 世界を視野に入れる、使命感に
かられて仕事する、そんなことを気軽に
学べる好著。／世界で起こっている困難
を身近に感じることができる。取材を通
して著者が出した答えが素晴らしい。／
「遠い国」のイメージが、いとうさんの
文章で身近に感じます。立派な人だけが
やることじゃない。私たちと同じ高さか
ら見た景色を文章にしてくれていて、気
張らずに読めます。

「国境なき医師団」を見に行く
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いとう せいこう
 講談社


